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酉年
町内在住・勤務の皆さんに、今年の夢、抱負、希望を聞きました

生まれ集まれ

もうすぐ
生まれます

カラオケが楽しい名人

テニス名人

和太鼓が大好き名人子育てのお手伝い名人

初
春

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、本
年
の
議
会
は
、予
算
や
条
例
な
ど
の
議
決

の
み
で
な
く
、行
政
へ
の
け
ん
制
や
監
視
、政
策
を
提

言
し
な
が
ら
も
、同
時
に
議
員
自
ら
が
条
例
案
を
立

案
す
る
な
ど
、町
民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、チ
ー
ム
議
会
と
し
て
努
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、本
年
が
実
り
あ
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、今
後
も
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長

　
　矢
野

　勉

文教厚生常任委員会にお任せくださ

い。経験豊富なメンバーで構成されて

います。少子高齢化が進むなか、教育

関係や福祉のことでお悩みがあれば

ご相談ください。

お任せ下さい。
教育委員会は教育環
境充実のため、さまざ
まな取り組みを展開
しています。

子育ての長い道のり、悩んだら
こども課・こども未来センター
にご相談下さい。
きっと解決策が見つかります。

巨大ワラ「ゴジラ」に続
いての全国発信を期待
しています。
総務建設常任委員会
は、全力で応援します。

96才72才
48才

36才

0才

12才

元気で楽しく野菜作りと
カラオケを楽しみます。

理科のことならお任せ
ください（三輪中講師）。

今年は中学生になるの
で、部活と勉強をがん
ばる。

地域のみんなで子育てがで
きる町になってほしいです。

錦鯉の事なら任せて下さい名人

筑前町の名前を全国に発信!!

何でも美味しく食べる名人

働きながら安心して
子育てができる地域に
なったらいいな。

健康長生き名人

いつもニコニコ
元気で長生き♪

24才

時津  桃枝さん
ときつ

畑嶋区
ももえ

石田  誠二さん
いしだ

三輪中
せいじ

浅尾  英樹さん
あさお

久光区
ひでき

河津  愛里さん
かわづ

依井二区
あんり

柳瀨  加織さん母：
やなせ

篠隈新道区
かおり

神本  小夜子さん
かみもと

山隈区
さよこ

小屋町 沙織さん
こやまち

山隈区
さおり

特
集　

住
民
の
声
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特
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住
民
の
声
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１２月５日から１４日の１０日間の日程で開催された。
本議会では議案１４件・請願１件・発議３件が提案されて、
審議の結果、原案のとおり可決した。12月定例会

○図書システムの更新

○ワラゴジラ効果？

議案第51号　財産の取得　1156万円

一般会計補正 514万円増
（総額4515万円の収入見込）

〇１２月定例会は、2億3663万円を追加する一般会計補正予算案を可決。
　本年度歳入歳出予算総額が137億1697万円となった。
　（一般会計補正予算　第4号　第5号）

図書館がますます身近になります

機器の老朽化に伴い入れ替えをします。
少しでもランニングコストを抑え、サービ
スの向上を図るため、新システムを導入し
ます。
これから新年度運用開始を目指して、様々
な調整を行います。
お楽しみに。

筑前町の名前を全国に
知ってもらった効果な
のか、ふるさと応援寄
付金をたくさん頂いて
います。

少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
定
数

改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
１
／
２
復
元
に
か
か
わ
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

〇
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　
　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
税

条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

〇
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

多
目
的
運
動
公
園
の
照
明
使
用

料
を
徴
収
す
る
た
め
の
条
例
改

正
。

〇
各
特
別
会
計
の
予
算
補
正

　
　

各
特
別
会
計
の
事
業
費
確
定
に

伴
う
予
算
の
補
正
。

請
願

そ
の
他
の
主
な
議
案

〇
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正

　
　

常
任
委
員
会
の
再
編
に
伴
い
、
諸

事
項
及
び
定
数
の
改
正
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
。

〇
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

　国
民
の
政
治
参
加
や
、
地
方
議
会

の
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
法
整

備
の
実
現
に
向
け
て
、
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
。

議
員
発
議

 全
会
一
致
で
可
決

議
案
審
議

4筑前議会だより（45号）



平成28年12月定例会各議員の賛否

議
案
審
議

議長　矢野　勉は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

質
疑
・
応
答

問

　コ
ス
モ
ス
図
書
館
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
予
算
が
入
っ
て
い

る
が
全
体
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
変
換

事
業
を
始
め
た
の
か
。

答

　Ｈ
29
年
度
以
降
に
本
格

的
に
始
め
る
。今
回
は
、

リ
ー
ス
で
試
験
的
に
図

書
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行

い
検
証
す
る
た
め
の
も

の
。　
　
　
（
財
政
課
長
）

問

　た
め
池
を
管
理
す
る
受

益
者
が
減
っ
て
い
く
中

で
、負
担
率
が
上
が
っ
て

い
く
と
関
係
者
は
大
変

だ
。条
例
を
改
正
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
整
備
事
業
は
、
国
、
県

等
々
の
補
助
率
が
様
々

な
の
で
、そ
の
都
度
、受

益
者
の
負
担
額
が
変
動

す
る
。補
助
残
額
に
応
じ

て
の
補
助
率
が
妥
当
な

の
か
な
ど
を
、十
分
に
念

頭
に
置
い
て
今
し
ば
ら

く
研
究
検
討
し
た
い
。 

（
町
長
）

※

そ
の
他
、全
23
問
の
質
問
が

　出
た
。
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区
分

審
議
結
果

議員名

議案名

深
野
　
良
二

田
口
　
讓
司

横
山
　
善
美

山
本
　
一
洋

奥
村
　
忠
義

木
村
　
博
文

石
丸
時
次
郎

桒
野
　
光
雄

山
本
　
久
矢

川
上
　
康
男

福
本
　
秀
昭

梅
田
美
代
子

一
木
　
哲
美

河
内
　
直
子

田
中
　
政
浩

条
例

可
決

筑前町税条例等の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町分担金徴収条例の一部を改正する条例
の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町都市公園条例の一部を改正する条例の
制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

（反対討論）河内：明確な根拠もなく、１年足らずで値上げすべきではない。

（賛成討論）田口：町内の方々のますますの利用を促すためにも賛成。

筑前町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

可
決

平成28年度筑前町一般会計補正予算（第４
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町国民健康保険事業特別会
計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町農業集落排水事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町公共下水道事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度筑前町一般会計補正予算（第５
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

可
決

財産の取得（筑前町図書システム構築事業
に係る備品） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得（筑前町立各中学校電子黒板） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

採
択

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費
国庫負担制度２分の１復元」にかかわる意見書
の提出を求める請願書　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議

採
択

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費
国庫負担制度２分の１復元」を求める意見書　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求め
る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○



B班 全
体

Ｃ班 Ａ班

◎今回は、参加者の皆さんが身近な問題を出しやすいよう　　　　　に、小グループに分かれて、意見交換を主体に行いました。

今年も議会報告会にたくさんのご参加をいただき、　　　　ありがとうございました。これからも皆さまのご支援をよろし
くお願いいたします。アンケートをもとに、議員全　　　　 員が一体となり鋭意努力してまいります。  議会活性化特別委員会

第6回議会報告会
〈意見交換会〉

第6回議会報告会
〈意見交換会〉

平成28年10月22日（土）19時 ～
コスモスプラザ開催   
平成28年10月22日（土）19時 ～
コスモスプラザ開催   

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

問：町の功労者表彰に町議や首長経験者
が選ばれるのは、一般住民から見れ
ば違和感がある。行政区や各種団体
からの推薦枠があっても良いのでは。

答：町の見解では、功労者表彰は「筑前町
表彰条例第3条1項」で定めています。
選考基準では町議・首長以外に教育
委員・選挙管理委員・消防団長・区長
などが該当し、在職年数の基準もあ
り、政治・経済・教育文化その他町政振
興に寄与された方も対象になります。

問：議会傍聴の話が出たが、住民の中に
は忙しくて行けない人や、運動機能障
がいなどにより行くのが困難な方も
いる。インターネット配信等が取り組
めないか。

答：最近、フェイスブック等のソーシャル
ネットワークサービスを活用して情報
提供をしている議会が増えてきてい
る。本町議会に於いても、議会のライ
ブ配信などを含めて、現在調査中。

問：町発注の工事で落札率が高いが、行
政の監視役の議会はチェックしてい
るのか。

答：関係部署に調査依頼すると、適正で
あるとの回答。予定価格を公表した
場合は他の不具合もあるので、産業
建設常任委員会としては事前公表し
ないほうが良いとの結論でした。

問：町のお風呂を前のように毎日開け
てほしい。

答：燃料の高騰や利用者の減少など
様々な問題を勘案し、執行部から従
来の運営では継続が難しいとの意
見があり、議会もやむなく今の運営
形態を承認しました。

問：中牟田小学校付近の通学路にグリーンベルトが引いてあるが、他にも計画
はあるのか。

答：他所からの要望も上がっています。

問：ハッピープランの進捗状況は。
答：年度末に進捗状況を検証し、報告し
ます。

問：上下水道の耐用年数は30年～40年
だが、パイプの破損や漏水などのト
ラブルが生じたとき、財政面での対
策は考えているのか。

答：水道は、耐震管を敷設しているため
破損・漏水の可能性は極めて低い。
万が一、不具合が生じれば水道事業
会計の内部留保資金を活用します。
下水道は、計画的な点検を毎年行っ
て維持管理に努めており、突発的な
トラブルの場合は、下水道基金など
を活用し対処します。

〇報告会で気づいた点（参加者より）
・来年も班別交流を工夫し、多様な観点からの交流会を希望します。
・初めて参加しました。よくわからないところが多く報告会開催に感謝します。
・自由に意見が出されるので良かったと思う。今後も参加したいと思う。
・班別意見交換は、大変良かったです。議員さんの活動がうかがえます。
・初めて参加していろいろな話を聞いて、町のことを知ることができました。
・皆さんが真剣に自分の町のことを思い、発言されているのが良かったです。
・初めて参加しましたので、様子がよくわかりました。

・班別意見交換会は、意見が出しにくかった。
・産業建設・教育・財政のこと全体で意見交換してほしい。
・意見交換会の担当議員は地区別に分かれ、各地区の問題点を深堀りしたらどうか。
・議会の活動状況、具体的進捗状況を明確に説明してほしい。
・議会報告会なので議会報告をしてほしい。
・空家を改修し、貸し出す形で進めては。
・工事落札額は町内業者が90％以上‥しっかり部会で検討するべきでは。
・分科会の時間、全体懇談も大事だが、分科会の時間を多くとってもらいたい。
・福祉バスの活用。最寄りの駅（筑紫・朝倉街道・津古）直行バスの検討が
 必要（2、3停留でもよい）。

※ご来場の皆さんより全41件のご意
見をいただきました。

議
会
報
告
会

6筑前議会だより（45号）



B班 全
体

Ｃ班 Ａ班

◎今回は、参加者の皆さんが身近な問題を出しやすいよう　　　　　に、小グループに分かれて、意見交換を主体に行いました。

今年も議会報告会にたくさんのご参加をいただき、　　　　ありがとうございました。これからも皆さまのご支援をよろし
くお願いいたします。アンケートをもとに、議員全　　　　 員が一体となり鋭意努力してまいります。  議会活性化特別委員会

第6回議会報告会
〈意見交換会〉

第6回議会報告会
〈意見交換会〉

平成28年10月22日（土）19時 ～
コスモスプラザ開催   
平成28年10月22日（土）19時 ～
コスモスプラザ開催   

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

問：町の功労者表彰に町議や首長経験者
が選ばれるのは、一般住民から見れ
ば違和感がある。行政区や各種団体
からの推薦枠があっても良いのでは。

答：町の見解では、功労者表彰は「筑前町
表彰条例第3条1項」で定めています。
選考基準では町議・首長以外に教育
委員・選挙管理委員・消防団長・区長
などが該当し、在職年数の基準もあ
り、政治・経済・教育文化その他町政振
興に寄与された方も対象になります。

問：議会傍聴の話が出たが、住民の中に
は忙しくて行けない人や、運動機能障
がいなどにより行くのが困難な方も
いる。インターネット配信等が取り組
めないか。

答：最近、フェイスブック等のソーシャル
ネットワークサービスを活用して情報
提供をしている議会が増えてきてい
る。本町議会に於いても、議会のライ
ブ配信などを含めて、現在調査中。

問：町発注の工事で落札率が高いが、行
政の監視役の議会はチェックしてい
るのか。

答：関係部署に調査依頼すると、適正で
あるとの回答。予定価格を公表した
場合は他の不具合もあるので、産業
建設常任委員会としては事前公表し
ないほうが良いとの結論でした。

問：町のお風呂を前のように毎日開け
てほしい。

答：燃料の高騰や利用者の減少など
様々な問題を勘案し、執行部から従
来の運営では継続が難しいとの意
見があり、議会もやむなく今の運営
形態を承認しました。

問：中牟田小学校付近の通学路にグリーンベルトが引いてあるが、他にも計画
はあるのか。

答：他所からの要望も上がっています。

問：ハッピープランの進捗状況は。
答：年度末に進捗状況を検証し、報告し
ます。

問：上下水道の耐用年数は30年～40年
だが、パイプの破損や漏水などのト
ラブルが生じたとき、財政面での対
策は考えているのか。

答：水道は、耐震管を敷設しているため
破損・漏水の可能性は極めて低い。
万が一、不具合が生じれば水道事業
会計の内部留保資金を活用します。
下水道は、計画的な点検を毎年行っ
て維持管理に努めており、突発的な
トラブルの場合は、下水道基金など
を活用し対処します。

〇報告会で気づいた点（参加者より）
・来年も班別交流を工夫し、多様な観点からの交流会を希望します。
・初めて参加しました。よくわからないところが多く報告会開催に感謝します。
・自由に意見が出されるので良かったと思う。今後も参加したいと思う。
・班別意見交換は、大変良かったです。議員さんの活動がうかがえます。
・初めて参加していろいろな話を聞いて、町のことを知ることができました。
・皆さんが真剣に自分の町のことを思い、発言されているのが良かったです。
・初めて参加しましたので、様子がよくわかりました。

・班別意見交換会は、意見が出しにくかった。
・産業建設・教育・財政のこと全体で意見交換してほしい。
・意見交換会の担当議員は地区別に分かれ、各地区の問題点を深堀りしたらどうか。
・議会の活動状況、具体的進捗状況を明確に説明してほしい。
・議会報告会なので議会報告をしてほしい。
・空家を改修し、貸し出す形で進めては。
・工事落札額は町内業者が90％以上‥しっかり部会で検討するべきでは。
・分科会の時間、全体懇談も大事だが、分科会の時間を多くとってもらいたい。
・福祉バスの活用。最寄りの駅（筑紫・朝倉街道・津古）直行バスの検討が
 必要（2、3停留でもよい）。

※ご来場の皆さんより全41件のご意
見をいただきました。

議
会
報
告
会

7 筑前議会だより（45号）



一般質問一般質問一般質問
ここが

  聞きたい！

12月定例会12月定例会

町政を問う町政を問う町政を問う

筑前町議会

気持ちを新たに
各
委
員
会
の
紹
介

8筑前議会だより（45号）

　税金の使い道を監視する立場として、議会の役
割である「チェック機能」の強化と財政健全化に
向けた「政策提言」を積極的に進めます。期待
に応え、結果をだす委員会をめざします。

　議会運営に関する事項、議会の会議規則、委
員会に関する条例等に関する事項、議長の諮問
に関する事項などを調査研究することをとおして、
町民の皆さまから信頼される議会をめざします。

　住民に開かれ、分かりやすい議会になるために
は、例えば主権者教育・パネルディスカッション(住
民との意見交換会)などを検討しながら、皆さまの声
を町政に反映できるよう更なる活性化をめざします。

　「明るい町・住みよい町」づくりを目指して、教
育関係や福祉の充実・環境の整備にむけて努力
します。町民の皆さまの声に耳をかたむけ、一生
懸命がんばります。

　議会活動や定例会の報告をはじめ、町民の皆
さまの「声」をお伝えするとともに、生活に密着
した情報を、年４回「親しみやすく・読みやすい」
紙面を作成してお届けします。

総務建設常任委員会

議会運営委員会

議会活性化検討特別委員会

文教厚生常任委員会

議会広報特別委員会

委
員

梅
田
美
代
子

委
員

山
本　

一
洋

委
員

梅
田
美
代
子

委
員

木
村　

博
文

委
員

奥
村　

忠
義

委
員
長

奥
村　

忠
義

委
員

桒
野　

光
雄

副
委
員
長

山
本　

久
矢

委
員
長

山
本　

一
洋

委
員
長

田
中　

政
浩

委
員

一
木　

哲
美

副
委
員
長

田
口　

讓
司

委
員

矢
野　
　

勉

委
員

田
中　

政
浩

委
員

河
内　

直
子

委
員

川
上　

康
男

委
員

横
山　

善
美

委
員

福
本　

秀
昭

委
員

木
村　

博
文

委
員

深
野　

良
二

委
員

田
口　

讓
司

委
員

山
本　

一
洋

委
員

山
本　

久
矢

委
員

横
山　

善
美

政策提言型へ変革します

信頼される議会をめざして

議員のレベルアップをはかります

町の未来を考えます

読みやすい広報をめざして

副
委
員
長

深
野　

良
二

委
員
長

石
丸
時
次
郎

委
員
長

横
山　

善
美

副
委
員
長

桒
野　

光
雄

副
委
員
長

石
丸
時
次
郎

委
員

河
内　

直
子

委
員

川
上　

康
男

委
員

奥
村　

忠
義

委
員

石
丸
時
次
郎

　筑前町議会では、これまで議員定数の削減や常任委員会のあり方について議論してきました。
　議員定数は、次回の選挙から定数を２削減し、14 名になります。このことをうけて、常任委員会や各委員会の
あり方を議論して３常任委員会から２常任委員会に改革しました。それぞれの議員が「気持ちを新たに」頑張って
いきます。

新委員会
スタート



一般質問一般質問一般質問
ここが

  聞きたい！

12月定例会12月定例会

町政を問う町政を問う町政を問う

筑前町議会

　12月議会では、12人の議員から 20件の一般質問が行われ、町政全般について３日間に
わたり活発な議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧ください。
※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

一
般
質
問

ページ 質　問　の　内　容 質問議員

10 １．行政運営 石丸　時次郎

10 １．企業誘致
２．みんなで創る郷づくり 福本　秀昭

11 １．人権問題
２．学校におけるアレルギー対応 深野　良二

11 １．合併効果検証報告書による成果と課題、今後の対応策 川上　康男

12 １．光熱水費のうち、電気料金の削減
２．子育て支援 横山　善美

12 １．安全・安心なまちづくり 田中　政浩

13 １．空き家対策と周辺整備
２．多目的運動公園の環境整備 山本　一洋

13 １．こども食堂
２．通学路の安心安全 奥村　忠義

14 １．食品ロス削減の取り組み
２．町づくり 梅田　美代子

14 １．安心・安全なまちづくり 河内　直子

15
１．小学校屋外運動場整備
２．公有地の活用と若者支援
３．合併後の事業検証

一木　哲美

15 １．小中学校の平和学習 山本　久矢

ページ 質　問　の　内　容 質問議員

10 １．行政運営 石丸　時次郎

10 １．企業誘致
２．みんなで創る郷づくり 福本　秀昭

11 １．人権問題
２．学校におけるアレルギー対応 深野　良二

11 １．合併効果検証報告書による成果と課題、今後の対応策 川上　康男

12 １．光熱水費のうち、電気料金の削減
２．子育て支援 横山　善美

12 １．安全・安心なまちづくり 田中　政浩

13 １．空き家対策と周辺整備
２．多目的運動公園の環境整備 山本　一洋

13 １．こども食堂
２．通学路の安心安全 奥村　忠義

14 １．食品ロス削減の取り組み
２．町づくり 梅田　美代子

14 １．安心・安全なまちづくり 河内　直子

15
１．小学校屋外運動場整備
２．公有地の活用と若者支援
３．合併後の事業検証

一木　哲美

15 １．小中学校の平和学習 山本　久矢

9 筑前議会だより（45号）



一
般
質
問

10筑前議会だより（45号）

物
流
関
係
の

利
便
性
は
最
高

福
本　

西
部
地
区
に
筑
紫
野

か
ら
小
郡
、
久
留
米
方
面
に

行
く
産
業
道
路
と
交
差
し
て

い
る
200
号
線
バ
イ
パ
ス
。
こ

の
両
沿
線
に
ぜ
ひ
新
し
い
企

業
を
誘
致
し
て
は
。

町
長　

対
象
農
地
に
は
高
度

な
効
率
の
補
助
事
業
を
受
け

て
い
る
。
農
業
機
械
導
入
や

農
業
用
水
整
備
に
も
補
助
金

が
投
入
さ
れ
、
二
重
三
重
に

補
助
が
か
ぶ
っ
て
い
る
現
状

で
は
不
可
能
に
近
い
。

福
本　

道
路
沿
線
の
農
業
担

い
手
が
高
齢
化
し
継
続
が
困

難
。
地
方
創
生
の
人
口
定
住

の
観
点
か
ら
、
24
時
間
営
業

す
る
物
流
関
係
企
業
が
誘
致

で
き
る
の
で
は
。

農
林
商
工
課
長　

基
本
的
に

圃
場
整
備
し
た
一
種
農
地
は

原
則
転
用
で
き
な
い
。
四
三

嶋
の
工
業
団
地
は
二
種
農
地

で
あ
る
。
全
体
的
に
高
齢
化

し
て
い
る
。

福
本　

企
業
進
出
し
や
す
い

よ
う
に
独
自
の
優
遇
措
置
を

定
め
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。我
が
町
の
優
遇
措
置
は
。

都
市
計
画
課
長　

筑
前
町
企

業
誘
致
条
例
が
あ
る
。
投
下

資
本
の
総
額
が
一
億
円
を
超

え
る
事
業
の
新
設
お
よ
び
増

設
、
新
設
の
場
合
が
10
人
以

上
、
増
設
の
場
合
が
新
規
雇

用
５
人
以
上
、
そ
の
他
町
長

が
産
業
発
展
の
た
め
に
特
に

認
め
た
場
合
、
操
業
開
始
後

３
年
間
固
定
資
産
税
の
免
除

と
な
る
。

福
本　

町
の
総
合
計
画
で

「
み
ん
な
で
創
る
郷
づ
く
り

支
援
事
業
」
の
実
態
は
。

企
画
課
長　

助
成
の
上
限
額

は
100
万
円
で
、
１
団
体
１
事

業
あ
た
り
、
助
成
対
象
経
費

の
80
％
ま
で
。
花
い
っ
ぱ
い

の
運
動
・
大
己
貴
神
社
周
辺

の
イ
ベ
ン
ト
・
草
場
川
の
桜

並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
に

支
援
。

数
値
目
標
を
設
定
し

経
費
削
減
を
図
れ

石
丸　

本
町
の
経
常
収
支
比

率
は
高
止
ま
り
状
態
。
数
値

目
標
を
設
定
し
、
経
費
削
減

を
図
る
べ
き
で
は
。

財
政
課
長　

数
値
目
標
は
有

効
な
手
段
。
今
日
の
財
政
状

況
は
社
会
保
障
費
が
大
き

い
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
に
よ
る
公
債
費
も
増
大
し

た
。
今
後
は
企
業
誘
致
等
を

図
り
、
財
源
の
確
保
と
経
費

の
削
減
に
と
り
く
む
。

石
丸　

本
町
は
県
内
の
平

均
よ
り
４
ポ
イ
ン
ト
程
高

い
。
１
ポ
イ
ン
ト
の
削
減
で

７
千
700
万
円
が
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
回
せ
る
が
。

町
長　

経
常
収
支
比
率
の
大

き
な
要
因
は
、
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
、

介
護
保
険
、
一
部
事
務
組
合

の
負
担
金
が
増
大
し
た
こ

と
。
国
の
負
担
分
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
の
で
、
国
に
は

強
く
要
望
し
て
い
る
。

石
丸　

経
費
削
減
を
進
め
る

上
で
、
数
値
目
標
は
不
可
欠

と
考
え
る
が
。

町
長　

数
値
目
標
は
し
ば
ら

く
の
猶
予
を
お
願
い
す
る
。

実
効
性
の
あ
る

行
政
評
価
を

石
丸　

行
政
評
価
が
健
全
財

政
の
進
捗
を
大
き
く
左
右
す

る
。
行
財
政
改
革
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

行
政
評
価
は
、

す
べ
て
の
行
政
活
動
に
お
け

る
職
員
の
意
識
、
事
務
事
業

等
に
具
体
的
な
改
善
策
を
提

案
す
る
手
段
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
で
職
員
の
意
識
改

革
、
事
務
の
改
善
等
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

石
丸　

行
政
評
価
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
次
年
度
に

向
け
た
改
善
点
を
決
算
資
料

に
明
記
す
る
よ
う
提
案
し

た
。
27
年
度
の
資
料
は
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
が
。

財
政
課
長　

改
善
策
や
見
直

し
案
を
示
す
こ
と
で
目
標
も

明
確
に
な
る
。
他
の
市
町
村

も
参
考
に
、
事
務
事
業
シ
ー

ト
の
活
用
、
様
式
等
を
含
め

改
正
を
考
え
る
。

福本秀昭　議員

石丸時次郎　議員

持続的な町の活性化・・・安定財源が前提

経
常
収
支
比
率
の
改
善

　
　
　

具
体
的
方
策
を
示
せ

財
源
確
保
に
努
め
、
経
費
削
減
を
進
め
る

西
部
地
区
に
企
業
誘
致
を

現
状
で
は
農
振
除
外
が
厳
し
い 利便性のよい土地に企業誘致を

み
ん
な
で
つ
く
る郷

づ
く
り
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深野良二　議員

川
上　

合
併
効
果
検
証
か
ら

見
え
て
き
た
課
題
、成
果
は
。

総
務
課
長　

課
題
は
、
交
通

機
関
の
便
利
さ
、
道
路
の
整

備
状
況
な
ど
生
活
基
盤
分

野
。
工
業
振
興
、
企
業
誘
致

な
ど
産
業
分
野
に
つ
い
て
住

民
の
満
足
度
が
低
い
。
成
果

は
、
人
口
の
増
加
、
定
住
意

向
や
愛
着
度
が
高
い
。
財
政

施
策
は
、
新
町
建
設
計
画
の

も
と
様
々
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、
合
併
効
果

と
し
て
良
く
な
っ
た
。
特
に

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
に
関
し

て
効
果
が
高
い
。

川
上　

合
併
協
定
、
新
町
建

設
計
画
ど
お
り
実
施
し
た
の

か
。

総
務
課
長　

合
併
協
定
37
項

目
は
、
協
定
書
に
沿
っ
て
実

施
し
て
き
た
が
、
一
部
見
直

し
等
に
よ
り
、
す
べ
て
が
協

定
書
ど
お
り
で
は
な
い
。
新

町
計
画
は
、
現
状
の
達
成
状

況
、
現
状
で
の
課
題
、
今
後

の
取
り
組
み
方
針
に
分
け
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
評
価
で
示
し
て

い
る
。　

川
上　

総
合
支
所
の
今
後
の

在
り
方
を
問
う
。

町
長　

総
合
支
所
は
頑
強
な

立
派
な
施
設
で
あ
り
、
活
用

を
考
え
る
。
地
方
創
生
の
絡

み
で
考
え
た
い
。

川
上　

限
ら
れ
た
財
源
の

下
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
は
。

町
長　

人
口
増
加
は
町
の
活

性
化
、
財
政
問
題
か
ら
も
重

要
。
一
方
、
国
保
事
業
の
赤

字
運
営
や
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
制
度
で
町
財

政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
。
ま

た
、
一
部
事
務
組
合
の
運
営

も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
後
、
合
併
後
の
課
題
、
そ

し
て
地
方
創
生
の
展
望
を
併

せ
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
る
。

川
上　

平
成
29
年
４
月
は
町

長
選
挙
。立
候
補
の
考
え
は
。

町
長　

こ
れ
か
ら
の
４
年

間
、
さ
ら
な
る
町
づ
く
り
に

挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

子
ど
も
た
ち
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
は
で
き
て
い
る
の
か

安
全
を
最
優
先
し
、

　
　
　
　
個
々
の
実
態
に
対
応
し
て
い
る

合
併
の
成
果
・
課
題

を
問
う川上康男　議員

学
校
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は

深
野　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が

あ
る
児
童
生
徒
の
対
応
は
。

教
育
課
長　

除
去
食
や
代
替

食
を
提
供
し
て
い
る
。

深
野　

完
全
除
去
の
給
食
を

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

の
給
食
費
返
還
は
。

教
育
課
長　

給
食
費
返
還
に

つ
い
て
は
、
飲
料
牛
乳
お
よ

び
パ
ン
の
費
用
を
返
還
し
て

い
る
。

深
野　

学
校
生
活
管
理
指
導

表
は
費
用
が
か
か
る
が
、
負

担
軽
減
は
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
課
長　

負
担
軽
減
は
行

っ
て
い
な
い
。

深
野　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
児

童
生
徒
が
、
い
じ
め
や
偏
見

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
配

慮
が
必
要
だ
が
。　

教
育
課
長　

給
食
時
間
が
安

心
・
安
全
で
楽
し
い
時
間
と

な
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

人
権
意
識
向
上
に
む
け

さ
ら
な
る
住
民
啓
発
を

深
野　

朝
倉
地
区
人
権
問
題

に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
の

結
果
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ

た
が
、
成
果
と
課
題
は
。

人
権
・
同
和
対
策
室
長　

成

果
は
、「
人
権
問
題
に
関
心

が
あ
る
人
」
が
７
割
近
く
い

る
こ
と
。
課
題
は
、
若
い
世

代
の
「
同
和
問
題
」
に
対
す

る
意
識
が
低
い
こ
と
。ま
た
、

結
婚
な
ど
同
和
地
区
に
対
す

る
差
別
意
識
が
根
強
く
存
在

す
る
こ
と
。

深
野　

若
年
者
の
人
権
認
識

が
希
薄
だ
が
、
学
校
教
育
の

課
題
で
は
。

教
育
長　

学
校
に
お
け
る
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
確
か

な
人
権
認
識
を
育
む
た
め
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

深
野　

講
演
会
を
見
直
し
、

啓
発
活
動
の
や
り
方
を
考
え

て
み
て
は
ど
う
か
。

人
権
・
同
和
対
策
室
長　

さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
、

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
課
題

解
消
に
む
け
研
究
し
て
い

く
。

深
野　

差
別
事
件
が
起
き
て

い
る
。
地
域
の
実
態
を
知
る

事
が
大
事
だ
。

町
長　

職
員
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
案
で
地
域
に
出
向
く
こ
と

が
多
い
。
職
員
の
人
権
意
識

を
充
実
さ
せ
る
。

笑顔がたえない学校給食

あれから11年…

町
長
選
挙
に立

候
補
の
考
え
は

さ
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
に

挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
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町
有
地
の
売
却
は
い
つ

田
中　

町
の
遊
休
地
は
、
ど

の
よ
う
に
売
却
す
る
の
か
。

検
討
内
容
と
進
捗
状
況
を
。

財
政
課
長　

地
方
創
生
の
定

住
化
を
考
え
、
戸
建
て
の
住

宅
用
地
と
し
て
売
却
を
検

討
。
内
容
は
４
つ
を
提
案
。

①
一
括
に
て
競
争
入
札
②
町

が
分
譲
③
町
が
分
譲
し
年
齢

制
限
④
業
者
の
提
案
型
。

田
中　

維
持
管
理
が
か
か
る

の
で
、
速
や
か
に
売
却
を
行

い
、
売
却
で
き
な
い
場
合
は

集
約
し
管
理
が
大
事
。

町
長　

特
に
少
年
自
然
の
家

の
跡
地
は
、
具
体
的
に
検
討

中
。
近
々
結
論
を
出
す
。

田
中　

国
道
386
号
線
歩
道
設

置
期
成
会
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長　

平
成
28
年
４
月

か
ら
期
成
会
の
役
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
約
８
割
の
関
係

者
の
同
意
書
を
得
ら
れ
た
。

町
長
に
同
意
書
が
提
出
さ

れ
、
町
長
が
朝
倉
県
土
整
備

事
務
所
に
早
期
整
備
の
要
望

を
行
っ
た
。

田
中　

夜
須
町
時
代
か
ら
困

難
で
あ
っ
た
火
野
坂
病
院
か

ら
夜
須
中
学
校
ま
で
の
道

と
、
反
対
に
国
道
386
号
線
に

左
折
す
る
際
の
見
通
し
が
悪

く
、
地
権
者
の
方
が
協
力
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
町
が
土
地
を
先
行
取
得

し
て
工
事
す
べ
き
で
は
。

建
設
課
長　

改
良
が
必
要
な

個
所
で
あ
り
、
整
備
を
行
う

際
に
県
と
一
緒
に
設
計
施
工

等
を
行
う
ほ
う
が
効
率
的
。

県
の
事
業
着
手
が
決
ま
っ
た

時
点
で
協
議
、
検
討
す
る
。

田
中　

久
留
米
筑
紫
野
線
と

宝
満
川
と
の
間
の
農
地
を
用

途
変
更
し
、
農
業
に
関
連
す

る
企
業
の
誘
致
を
望
む
。
近

年
、
野
菜
は
水
耕
栽
培
が
可

能
な
時
代
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
し
て
、
こ
の
筑
前

町
に
誘
致
を
願
う
。

町
長　

緑
の
町
を
推
進
し
な

が
ら
企
業
誘
致
を
進
め
て
い

く
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
。

不
可
能
で
は
な
い
。

田中政浩　議員

横
山　

本
庁
舎
は
じ
め
公
共

施
設
お
よ
び
防
犯
灯
の
照
明

器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器
に
交
換

し
、
執
務
環
境
向
上
と
年
間

約
520
万
円
程
度
経
費
節
減
で

き
る
と
思
う
が
検
討
し
て
い

る
か
。

財
政
課
長　

施
設
ご
と
に
調

査
中
で
、
時
期
は
不
明
確
だ

が
計
画
的
に
進
め
る
。

横
山　

役
場
や
図
書
館
、
都

市
公
園
の
ト
イ
レ
に
幼
児
用

の
補
助
便
座
や
洗
面
所
に
幼

児
用
の
ス
テ
ッ
プ
台
は
設
置

さ
れ
て
い
る
か
。

財
政
課
長　

両
図
書
館
は
幼

児
用
の
ト
イ
レ
が
１
カ
所
あ

る
。
本
庁
舎
・
そ
の
他
の
コ

ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
本
庁
舎
に
は

設
置
し
て
い
な
い
。

横
山　

先
日
、
調
査
を
し
た

が
両
図
書
館
・
両
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
他
１
カ
所
し

か
な
い
状
況
、
今
後
整
備
す

る
の
か
。

財
政
課
長　

必
要
だ
と
思

う
。研
究
し
な
が
ら
進
め
る
。

町
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
で
削
減
を

し
、
必
要
な
も
の
に
は
投
資

す
る
の
が
、
ま
ち
づ
く
り
だ

と
思
う
。
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
い
。

横
山　

本
町
で
の
病
後
児
保

育
は
、
ど
の
程
度
の
症
状
ま

で
を
支
援
す
る
の
か
、
サ
ポ

ー
ト
体
制
は
。

こ
ど
も
課
長　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
あ
い
あ
い
」
に

病
後
児
室
が
あ
る
。
対
象
は

生
後
６
カ
月
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
で
病
後
の

体
力
回
復
期
に
あ
り
、
治
療

お
よ
び
与
薬
の
必
要
が
な

く
、
施
設
・
学
校
等
で
の
集

団
生
活
が
困
難
な
児
童
。
育

児
ヘ
ル
パ
ー
や
子
育
て
経
験

者
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
都
市
公
園
の
電
気
代
削
減

・
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
利
用
状
況

・
病
児
保
育

横山善美　議員

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
で経費

節
減
を

計
画
的
に
進
め
る

経
費
節
減
と環

境
配
慮
を

子
育
て
支
援
・

幼
児
用
設
備
は

病
後
児サ

ポ
ー
ト
事
業
は

幼児用があると
お母さんも安心ですね

農
業
関
連
の
企
業
誘
致
は

極
め
て
重
要
、
不
可
能
で
は
な
い 農業に関連する企業の誘致を望む
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空
家
の
有
効
活
用
を

山
本　

本
町
の
空
家
対
策
の

状
況
と
実
態
は
。

総
務
課
長　

実
態
調
査
に
よ

り
空
家
件
数
は
462
戸
で
、
所

有
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
中
。

山
本　

空
家
に
な
っ
た
原
因

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
分

析
を
し
た
の
か
。

総
務
課
長　

所
有
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、
今

年
度
末
の
空
家
対
策
計
画
策

定
に
反
映
さ
せ
た
い
。

山
本　

総
合
戦
略
に
は
、
空

家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
記

述
が
あ
る
が
、進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

今
年
度
九
州
大

学
と
共
同
研
究
会
を
立
ち
上

げ
た
。
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア

を
提
案
し
、
検
討
・
研
究
を

進
め
た
い
。

山
本　

適
切
な
管
理
が
な
さ

れ
ず
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
よ
う
な
住
宅
や
荒
れ

た
敷
地
の
苦
情
と
対
応
は
。

環
境
防
災
課
長　

昨
年
度
110

件
の
苦
情
が
あ
っ
た
。
所
有

者
に
適
切
な
管
理
を
し
て
も

ら
う
よ
う
に
文
書
を
出
し
て

い
る
。
直
接
整
備
が
困
難
な

場
合
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

山
本　

荒
地
に
つ
い
て
、
地

域
で
綺
麗
に
し
よ
う
と
取
り

組
む
人
達
に
対
し
て
、
何
か

支
援
で
き
な
い
か
。

環
境
防
災
課
長　

整
備
で
発

生
し
た
草
木
は
、
町
が
可
能

な
範
囲
で
処
分
し
て
い
る
。

空
家
対
策
と
あ
わ
せ
て
今
後

協
議
し
て
い
き
た
い
。

山
本　

現
在
、町
内
外
か
ら
、

多
く
の
方
が
運
動
公
園
を
利

用
さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と

多
く
の
利
用
を
促
す
た
め
に

も
公
園
の
案
内
板
設
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長　

最
寄
り
の

県
道
か
ら
侵
入
を
促
す
よ
う

な
サ
イ
ン
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
設
置
場
所

も
含
め
て
調
査
中
。

奥
村　

行
政
を
通
じ
て
孤
食

の
こ
ど
も
を
参
加
さ
せ
ら
れ

な
い
か
。

こ
ど
も
課
長　

校
区
外
に
出

か
け
る
場
合
、
原
則
と
し
て

大
人
が
同
行
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

奥
村　

今
の
回
答
は
逃
げ
て

い
る
よ
う
に
し
か
聞
こ
え
な

い
。

町
長　

こ
ど
も
の
食
事
の
問

題
に
つ
い
て
は
他
に
も
様
々

な
手
立
て
が
あ
る
。

奥
村　

貧
困
世
帯
の
こ
ど
も

た
ち
の
栄
養
摂
取
が
懸
念
さ

れ
る
。

こ
ど
も
課
長　

直
接
、
食
事

を
摂
ら
せ
る
な
ど
、
経
済
的

な
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

奥
村　

将
来
の
展
望
と
し
て

こ
ど
も
食
堂
の
運
営
を
。

町
長　

今
の
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

奥
村　

防
犯
灯
・
街
路
灯
を

増
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

環
境
防
災
課
長　

年
間
10
基

程
新
設
し
て
い
る
。

建
設
課
長　

道
路
事
業
と
し

て
、
街
路
灯
の
計
画
は
な
い

が
、
防
犯
灯
で
の
対
応
を
し

て
い
る
。

奥
村　

道
路
の
水
た
ま
り
の

水
は
ね
で
転
倒
す
る
と
い
っ

た
危
険
性
は
な
い
か
。

教
育
長　

危
険
回
避
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
、
学

校
に
要
請
す
る
。

奥
村　

水
は
ね
防
止
対
策
と

し
て
、
注
意
喚
起
を
促
す
看

板
は
設
置
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　

効
果
の
懸
念
も

感
じ
る
が
、
提
案
と
し
て
う

け
と
め
る
。

奥
村　

野
町
付
近
の
水
路
に

蓋
が
な
く
て
危
険
。
実
際
、

車
が
落
ち
て
い
る
。

建
設
課
長　

朝
倉
県
土
事
務

所
と
現
在
協
議
し
て
い
る
。

山本一洋　議員

奥村忠義　議員

こども食堂「ほとめき」で
しめ縄作り

官
民
一
体
と
な
っ
た

こ
ど
も
食
堂
を

多
目
的
運
動
公
園
の

環
境
整
備
を

困
っ
て
い
る
住
民
に

空
家
や
荒
地
対
策
を

住
民
に
周
知
徹
底
し
た
い

こ
ど
も
食
堂
を
行
政
で

設
立
す
る
考
え
は
な
い

空家の有効活用を
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在
宅
医
療
の
現
状
は

河
内　

在
宅
医
療
に
携
わ
る

医
師
・
看
護
師
と
患
者
数
は
。

健
康
課
長　

現
在
は
、
把
握

し
て
い
な
い
。

河
内　

相
当
な
医
療
供
給
体

制
が
必
要
と
な
る
。
実
態
を

把
握
し
構
想
に
見
合
う
人
数

の
確
保
を
す
べ
き
。

町
長　

町
村
会
理
事
会
の
中

で
も
、
し
っ
か
り
議
論
し
要

望
し
て
い
く
つ
も
り
。

河
内　

医
療
区
分
Ⅰ
の
70
％

を
在
宅
医
療
に
切
替
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

健
康
課
長　

今
後
、
在
宅
医

療
と
在
宅
介
護
の
確
保
を

行
っ
て
い
く
。

河
内　

利
用
に
つ
い
て
の
構

想
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　

計
画
が
な
け
れ

ば
売
却
し
、
住
宅
地
と
し
て

定
住
化
の
促
進
を
図
り
た

い
。

河
内　

地
元
か
ら
の
要
望
は

上
が
っ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　

聞
い
て
い
な

い
。

河
内　

千
葉
県
習
志
野
市
で

災
害
に
あ
っ
た
時
、
ど
う
い

う
行
動
を
と
っ
た
ら
い
い
の

か
カ
ル
タ
方
式
で
判
り
や
す

く
作
ら
れ
て
い
る
。
作
成
し

普
及
し
て
も
ら
い
た
い
。

環
境
防
災
課
長　

防
災
意
識

の
啓
発
や
高
揚
が
期
待
で
き

る
が
、
県
内
で
の
取
り
組
み

は
無
い
。今
後
研
究
し
た
い
。

河
内　

健
康
田
園
都
市
構
想

が
あ
る
久
山
町
で
は
、
受
診

率
80
％
を
目
指
し
て
い
る
。

見
習
う
点
が
多
々
あ
る
と
思

う
が
見
解
は
。

健
康
課
長　

久
山
町
の
よ
う

な
大
学
と
の
連
携
は
困
難
。

河
内　

受
診
率
を
上
げ
る
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
課
長　

来
年
度
は
、
本

人
の
健
康
意
識
に
応
じ
て
送

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
変
え
る
な

ど
向
上
対
策
を
検
討
中
。

河内直子　議員

食
品
ロ
ス
削
減
を

梅
田　

食
品
ロ
ス
削
減
教
育

の
現
状
は
。

教
育
長　

学
習
指
導
要
領
を

ふ
ま
え
、
食
へ
感
謝
す
る
心

を
指
導
し
て
い
る
。

梅
田　

行
政
、
町
民
、
事
業

者
が
一
体
と
な
っ
た
食
品
ロ

ス
削
減
の
啓
発
を
。

環
境
防
災
課
長　

環
境
行
動

計
画
の
一
環
で
あ
り
、
各
人

の
意
識
変
革
が
肝
心
。
懇
親

会
等
の
３
０
１
０
運
動
と
あ

わ
せ
て
広
報
・
防
災
行
政
無

線
で
啓
発
す
る
。
事
業
者
に

は
県
の
「
食
べ
物
余
ら
せ
ん

隊
」
登
録
を
促
し
た
い
。

梅
田　

保
存
切
れ
前
の
災
害

備
蓄
食
品
の
活
用
や
企
業
等

の
協
力
で
、
生
活
困
窮
世
帯

等
へ
食
品
を
提
供
す
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
核
と
な
り
設
置

で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長　

現
在
、
県
が
モ

デ
ル
事
業
を
通
し
て
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

検
討
し
て
い
る
が
、
公
平
性

の
問
題
が
あ
り
町
が
設
置
す

る
考
え
は
な
い
。

町
づ
く
り
に
若
者
力
を

梅
田　

審
議
会
委
員
を
中
学

生
か
ら
30
歳
代
が
40
％
を
下

回
ら
な
い
構
成
に
。

総
務
課
長　

委
員
74
人
中
、

60
歳
代
以
上
51
人
、
50
代
10

人
、
40
代
10
人
、
30
代
３
人
、

30
歳
未
満
０
人
。

町
長　

積
極
的
に
若
者
の
意

見
、活
動
を
取
り
入
れ
た
い
。

梅
田　

審
議
会
委
員
に
参
画

す
る
意
識
を
育
む
た
め
、
模

擬
中
学
生
議
会
の
開
催
を
。

教
育
長　

学
校
・
教
育
委
員

会
等
連
携
し
、
し
っ
か
り
企

画
し
た
い
。

梅
田　

公
共
施
設
等
の
ト
イ

レ
は
段
階
的
に
洋
式
に
。

財
政
課
長　

和
式
を
好
む
人

な
ど
様
々
な
事
情
が
あ
り
、

す
ぐ
に
は
難
し
い
。

梅
田　

町
活
性
化
に
海
外
旅

行
者
を
取
り
込
む
施
策
を
。

町
長　

町
の
特
性
を
活
か
し

国
際
化
に
対
応
で
き
る
の
は

和
食
と
思
う
し
、
経
済
効
果

も
出
る
と
考
え
る
。

梅田美代子　議員

「
も
っ
た
い
な
い
」

食
べ
ら
れ
る
食
品
が
捨
て
ら
れ
る

意
識
啓
発
に
努
め
た
い

食品ロスを減らそう

地域医療を担う朝倉医師会病院

ほ
ん
と
う
に
大
丈
夫
か

地
域
医
療
構
想

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
を
進
め
て
い
く

松
延
住
宅
跡
地
は

ど
う
な
る

防
災
か
る
た
で

防
災
意
識
の
向
上
を

久
山
町
に
習
っ
て

健
康
受
診
率
の
向
上
を



一
般
質
問

15 筑前議会だより（45号）

山
本　

歴
史
を
学
び
、
記
念

館
を
活
用
し
た
平
和
学
習
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長　

小
学
校
で
は
６

年
生
が
１
回
、
中
学
校
で
は

３
年
生
が
１
回
利
用
し
て
い

る
。

山
本　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

夏
休
み
中

に
一
般
来
館
者
、
沖
縄
県
か

ら
の
平
和
大
使
、
さ
ら
に
小

川
知
事
へ
の
英
語
で
の
ガ
イ

ド
も
行
っ
た
。

山
本　

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
意
義
内
容
は
。

教
育
長　

大
刀
洗
平
和
記
念

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
事
業
は
課
題
に
真
摯
に
答

え
る
も
の
。
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
行
く
。

山
本　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
企
画
し
た
目
的
は
。

生
涯
学
習
課
長　
「
筑
前
町

子
ど
も
の
約
束
」
を
平
成
24

年
度
に
策
定
し
、
啓
発
に
努

め
て
き
た
が
、
子
ど
も
た
ち

は
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
不

足
、
実
際
に
体
験
を
す
る
機

会
を
と
考
え
企
画
し
た
。

山
本　

今
後
平
和
大
使
使
節

団
を
作
り
出
向
く
企
画
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

企
画
課
長　

受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
沖
縄
市
の
意
向
を

ふ
ま
え
て
、
積
極
的
に
対
応

す
る
。
こ
ち
ら
が
出
向
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
研

究
し
た
い
。

山
本　

戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
平

和
の
大
切
さ
、
命
の
尊
さ
が

薄
ら
い
で
い
る
よ
う
に
思
う
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、
平

和
の
大
切
さ
命
の
尊
さ
を
学

ぶ
機
会
を
与
え
て
ほ
し
い
。

将
来
へ
の
投
資
が
必
要

一
木　

人
口
問
題
は
本
町
に

お
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
課
題
。
本
町
で
は
、
遊
休

地
の
積
極
的
活
用
を
掲
げ
て

い
る
。
町
営
住
宅
跡
地
な
ど

を
若
者
転
出
抑
制
対
策
と

し
、
若
者
移
住
者
に
条
件
付

き
で
公
有
地
を
提
供
す
る
方

法
な
ど
を
検
討
し
、
将
来
に

向
け
て
の
投
資
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

財
政
課
長　

公
有
地
は
利
用

計
画
が
な
け
れ
ば
定
住
化
住

宅
の
用
地
と
し
て
売
却
。

町
長　

公
共
用
地
の
跡
地
に

つ
い
て
は
若
い
世
代
を
念
頭

に
置
い
た
売
却
、
民
間
を
活

用
し
た
形
の
住
宅
政
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

排
水
対
策
を
求
め
る

一
木　

平
成
28
年
５
月
28

日
、
三
輪
・
東
小
田
・
三
並

小
学
校
で
は
運
動
会
が
計
画

さ
れ
、
前
日
か
ら
の
雨
は
運

動
会
当
日
上
が
っ
た
。
３
小

学
校
に
出
向
き
状
況
を
確

認
。
三
並
小
学
校
は
順
延
、

三
輪
・
東
小
田
小
学
校
は
開

催
と
聞
い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
か
な
り
な
範
囲
で
水
溜
り

が
あ
り
、
水
の
除
去
や
砂
を

搬
入
し
整
地
作
業
を
行
い
、

大
変
苦
労
さ
れ
て
い
た
。
各

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
雨
水

の
排
水
対
策
が
必
要
だ
が
、

整
備
改
善
は
行
わ
れ
た
の

か
。
次
の
運
動
会
開
催
前
に

排
水
対
策
が
で
き
る
の
か
。

教
育
課
長　

具
体
的
な
対
策

は
行
な
っ
て
い
な
い
。
総
合

計
画
の
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
財
政
面
を
考
慮
し
な
が

ら
計
画
的
に
進
め
た
い
。

一
木　

雨
の
翌
日
の
難
し
い

判
断
、
関
係
機
関
で
事
前
に

判
断
を
さ
れ
、
一
週
間
先
に

延
ば
す
こ
と
等
の
検
討
は
。

教
育
長　

運
動
会
の
開
催

は
、
校
長
の
教
育
課
程
編
成

権
の
範
疇
に
あ
り
状
況
等
を

踏
ま
え
、
校
長
自
ら
の
判
断

で
決
定
。
判
断
を
尊
重
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
合
併
後
の
事
業
検
証 町営松延団地跡地：どう活用すべきか

一木哲美　議員

山本久矢　議員

記
念
館
を
利
用
し
た

平
和
学
習
の
状
況
は

若
者
・
移
住
者
支
援
に

公
有
地
活
用
を

若
い
世
代
を
念
頭
に
住
宅
政
策
を
と
る

小
中
学
校
の

平
和
学
習
は
必
要
だ

平
和
記
念
館
で
行
っ
て
い
る 中学生ボランティアガイド
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去
年
、兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
か
ら
飛
ん
で
き
た
Ｊ
０
１
１
２（
オ

ス
）が
、Ｊ
０
１
０
５（
メ
ス
）を
連
れ

て
帰
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
若
い
２
羽
な
の
で
、ま
だ
つ
が
い
と

は
呼
べ
ま
せ
ん
が
、繁
殖
時
期（
約
４

歳
）ま
で
仲
良
く
し
て
、本
物
の
つ
が

い
に
な
っ
て
、た
く
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん

を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。　
　 

（
議
会
広
報
特
別
委
員
会
）

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長
　
矢
野
　
　
勉

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
木
村
　
博
文

　
副
委
員
長
　
深
野
　
良
二

　
委
　
　
員
　
田
口
　
讓
司

　
委
　
　
員
　
横
山
　
善
美

　
委
　
　
員
　
奥
村
　
忠
義

　
委
　
　
員
　
山
本
　
久
矢
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を
し
て
の

を
し
て
の
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想
感
想
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傍
聴
傍
聴

編

集

後

記

T SO P I CO P I C

　
10
月
に
配
布
さ
れ
た
議
会
だ

よ
り
（
う
ぐ
い
す
44
号
）
は
、

す
っ
き
り
し
て
読
み
や
す
か
っ

た
で
す
。

　
町
民
の
議
会
へ
の
無
関
心
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
議
会
だ

よ
り
の
充
実
と
共
に
、
住
民
の

代
表
と
し
て
、
益
々
の
活
動
と

議
会
の
活
性
化
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。 

　
　 (

Ｔ
・
Ａ
さ
ん)

　

　
質
問
に
対
し
、
も
う
少
し
具

体
的
な
答
弁
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
短
期
的
に

は
ど
う
か
？
将
来
的
に
は
、
ど

う
い
う
構
想
が
あ
る
の
か
。
も

う
少
し
掘
り
下
げ
て
説
明
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
感
じ
ま
し

た
。
　
　
　
　  (

Ｋ
・
Ｙ
さ
ん)

※会期予定は２月17日の議会運営委員会
で確定のため、変更する場合があります。

平成29年

３月定例会（予定）

　
12
月
定
例
会
の
傍
聴
者
数
は
24
人
で
し
た
。

傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。多
く
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

傍聴へどうぞ！

●開会

●一般質問

3月 2日（木）10：00～

3月17日（金）14：00～

3月  7日（火）10：00～
～  9日（木）　 〃

3月14日（火）10：00～
～16日（木）　 〃

　「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
１
月
８

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日

に
準
備
を
行
い
、
８
日
の
午

前
は
点
火
時
間
を
12
時
と
し

て
い
ま
し
た
。
小
雨
で
非
常

に
心
配
し
ま
し
た
が
、
11
時

頃
に
雨
も
や
み
青
空
も
少
し

顔
を
出
し
、
中
牟
田
町
区
の

皆
さ
ん
の
日
頃
の
行
い
の
お

か
げ
だ
と
感
じ
と
り
ま
し
た
。

　
今
か
ら
50
〜
60
年
前
ま
で

は
、
１
月
15
日
に
ど
ん
ど
焼

き
を
や
っ
て
い
た
よ
う
な
記

憶
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は

学
校
の
冬
休
み
を
利
用
し
、

早
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
ど
ん
ど
焼

き
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ご
存

じ
で
す
か
。「
奉
献
行
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
ど

ん
ど
焼
き
」
や
「
鬼
火
焚
」
と

も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
ど
焼
き
は
、
も
と
も

と
お
盆
と
同
じ
よ
う
に
、
祖

先
の
霊
を
迎
え
送
り
す
る
火

祭
り
の
一
種
で
す
。
毎
年
家
々

に
や
っ
て
く
る
歳
神
・
護
国

神
社
を
司
る
田
の
神
・
家
と

子
ど
も
を
守
る
祖
霊
神
を
門

松
や
し
め
縄
飾
り
に
よ
っ
て

迎
え
、
正
月
行
事
が
終
わ
っ

た
後
は
、
そ
れ
ら
の
正
月
を

燃
や
す
炎
と
と
も
に
見
送
る

と
い
う
「
送
り
火
」
と
文
献

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
ど
焼
き
の
語
源
は
、

○「
尊
（
と
う
と
）
や
尊
（
と

う
と
）」
と
は
や
し
た
て

な
が
ら
燃
や
し
た
の
が
、

な
ま
っ
た
と
い
う
説

○
ど
ん
ど
ん
燃
え
る
よ
う

す
か
ら
つ
い
た
説

○
青
竹
を
燃
や
し
た
と
き

の
は
じ
け
る
音
か
ら
つ

い
た
説

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な

た
は
ど
れ
を
信
じ
ま
す
か
。

　
皆
さ
ま
の
無
病
息
災
・
家

内
安
全
・
五
穀
豊
穣
を
ど
ん

ど
焼
き
の
炎
に
祈
願
い
た
し

ま
し
た
。
　
　
　
　 

（
Ｔ
・
Ｙ
）

青
空
の
下
で
ど
ん
ど
焼
き

●閉会

●予算審査特別委員会

ほ
う
け
ん
ぎ
ょ
う

お
に

び

だ
き

左　♀J0105　右　♂J0112

住
民
の
声


